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新政会では毎年、「市民対話集会」を開催しています。

これは、市政に対する市民の意見や思いを把握し、

議会活動に反映するとともに、議会基本条例で定め

た市民の協働による開かれた議会の実現に努めるこ

とを目的に行っているものです。

今年度は9月22日に駿河区、9月25日に清水区で「市

民対話集会」を開催しました。

対話集会では現在策定中の「静岡市第 3次総合計画」

の概要や各区の課題などを説明し、参加者の皆さま

の意見や考えを伺いました。参加者の皆さまからは、

まちづくりや防災対策、構成遺産「三保松原」を含

む三保半島の整備などについて様々な質問や意見を

いただきました。新政会では、これらの意見や考え

を精査し、反映させた政策提言を 10 月下旬に田辺

市長へと提出する予定です。

駿河区には社協の拠点がありません。3次
総では計画されていますか？

清水駅、河岸の市の導線整備、回遊性を
持たせる計画はどうなりましたか？

観光については、通過型ではなく、滞在
型にしていくべきではありませんか？

過去に「マビック」の活用を提案しましたが、
採用されませんでした。3 次総に盛り込むよ
う提案していきたいと考えています。

真砂町とマリナート近くへの回遊計画は平成
28 年ごろまでに完成の予定です。街の中心部
のにぎわい創出については、今後の課題です。

来年徳川家康公顕彰 400 年記念事業が行われ
ます。岡崎や浜松と連携して歴史的なものを
結び、回遊性を持たせたラインを作ります。
滞在型へ誘導していく目玉になると思います。

≪対話集会質疑応答（一部）≫

駿河区（国吉田公民館）

「市民対話集会」を開催
～開かれた議会を目指して～

清水区（清水テルサ）

駿河区（国吉田公民館）

せい子通信
【内部資料】発行責任者
佐藤せい子を育てる会
会長　坪井英明 あなたの声を届けます！市議会議員は地域づくりのレポーター 2014 年　秋号　vol.46

佐藤せい子
〒422-8008　静岡市駿河区国吉田 4-25-19
TEL：054-267-2000　FAX： 054-267-2001
ブログ　http://blogs.yahoo.co.jp/sseiko1022
ホームページ　satoseiko.com
メール　sseiko@nifty.com

議 会 質 問

広島の集中豪雨に因る土砂災害や御嶽山の噴火、台風
１８号・１９号に因る市内各地での床上や床下浸水、
道路や河川の被害等、自然の脅威に驚かされることが
続いておりましたが、皆様、お元気でいらっしゃいま
すか？！デング熱やエボラ出血熱も気になりますよ
ね。何はともあれ、まずは、自己防衛。自分でできる
事は自分でケアしていきましょう！！

市議会は、９月議会 (１０月１４日閉会 ) を終え、
現在特別委員会の開催や視察が続いております。個
人的には、セミナーや講演会を企画・参加する等、
｢学びの秋｣？になっております。
秋も深まり、急に寒暖差が出てきています。皆様、
体調を崩さないよう気を付けてくださいね。

子育て支援・新制度移行について
（今回は一問一答形式で質問を行いました）
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平成 27 年度から、市立のすべての幼稚園
と保育所を、認定こども園に移行する方針を決定した経
緯とその移行について、保護者にどう説明したか。

認定こども園へ移行するメリットは何か。

平成 17 年度から、安東幼保園で幼保一体化の教育課程の
研究成果を上げてきた。新制度施行に向け、平成 25 年度
から教育委員会に「公立幼稚園の在り方検討委員会」設置。
その後「公立幼稚園・保育所の在り方検討分科会」で検
討し、パブリックコメント等を経て、平成 26 年 1 月に移
行方針を決定した。関係者・保護者に対しては、広報し
ずおかやホームページで動画や資料を公開し、周知に努
めている。変更事項等は各区で保護者向け説明会を随時
開催。又、日常の保護者の問合せに対応できるよう園長
会で情報の共有を行っている。

利用者の選択肢が増え、各家庭のニーズに対応したサー
ビスを受けやすくなる。また、保護者の就労状況により、
幼稚園・保育所の行き来が不要となり、一時預かり等の
子育て支援が充実する。

上下水道教育委員会・委員長報告

上下水道局では、決算３件、関係議案の審査を、教育委
員会では、付託された認定第一号の歳入歳出の決算審査
と第１８６号の補正予算の審査を行いました。
第１８号の下水道事業会計決算の認定については、「都
市計画税との二重取りではないか」との反対意見があり
ましたが、採決の結果、賛成多数で原案通り可決されま
した。
意見要望としては、「施設整備の老朽化対策、耐震化対
策等、マネジメント方式の導入も含め、効率的に、着実
に推進してほしい」「使用料改定については、慎重判断
で！」「学力アップサポート事業について、学力の 3 要
素にも視点を置いて取り組んでほしい」「防犯教育につ
いて、家庭や地域と一緒に
進め、その強化を推進して
ほしい」といった意見が出
されました。

東源台学区自治会大運動会
国道自治会 3冠王に！！
綱引き・長縄跳び・玉入れすべて
に国道自治会が優勝。葵区・駿河
区の総合体育大会（10/19）に学
区代表で参加するはずだったので
すが、中止になりその雄姿を見せ
て頂けす残念でした。またの機会
に、力を蓄えておいてください。

委員会の様子

11 月 2日（日）は恒例のバス旅行開催です。
次号の通信に写真掲載予定です。お楽しみに！

11/17　 議案説明会
11/20・12/1・2・3      本会議
12/5・6    常任委員会
12/12      本会議

11 月議会
日程

すばら
しい



一般会計補正予算　
22億 3016 万円を追加

徳川家康公顕彰四百年記念事業
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高松市丸亀町商店街 ・徳島県上勝町視察

清水江尻小 ・清水第二中視察

■高松市丸亀町商店街
～成功の秘訣は地域のコミュニティ力～

■上勝町～葉っぱをお札に変える魔法のまち～

■清水江尻小学校～コミュニティースクールについて～

■清水第二中学校

平成 26年 7月 8日～ 9日

平成 26年 9月 9日

高松丸亀商店街は 400 年以上の歴史を持つ伝統ある
商店街である。かつては 1000 人以上が暮らしていた
が、バブル期に行われた地上げの影響でバブル崩壊後
には 75 人に減少。人が住まなくなったことで青果店
や鮮魚店など商店街からすべて消えてしまった。そこ
で、商店街は住民を取り戻すため、商店街の上層階に
マンションを建設するという大胆な計画に着手。これ
により住民が増え、現在では休日には 1 日 3 万人が
訪れる四国随一の商店街として復活した。再開発成功
のポイントは土地問題の解決にある。これは、丸亀町
には 400 年のコミュニティが現存していたからこそ
できたことで、どれだけすぐれたリーダーがいても地
域のコミュニティが崩壊していれば再開発は不可能と
なる。コミュニティの存在こそが再開発成功の必須条
件であると感じた。

上勝町は、847 世帯、人口 1774 人、高齢化率 49.38％。
過疎と高齢化に直面する典型的な小規模自治体である
が、高齢者が生き生きと働き、しかもしっかりとお金
を稼ぐ。「葉っぱをお札に変える魔法のまち」とまで言
われ、全国でも屈指の元気なまちとして知られている。
≪彩事業（葉っぱビジネス）≫
27 年前にたった 4 軒で始められた「彩事業」は、現在
200 件にのぼり、上勝町もブランド化した。最近では
上勝町に魅かれ、Ｉターン移住する人が増えており、移
住者により企業も相次いているとのことであった。
≪ごみゼロ宣言≫
上勝町は 2020 年までにごみの排出量をゼロにすると
いう大目標を掲げ、ごみの分別を 34 種類とし住民に
協力を求めている。この結果リサイクル率は 77％に達
し、全国トップレベルとなっている。

清水江尻小学校は市内で唯一コミュニティースクール（地域運営学
校）の研究校に指定されている。コミュニティースクールは、保護
者や地域住民が教職員と一体となって教育活動全般に参画・協働す
る取組みである。課題としては、多くの地域住民の協力やボランティ
アに対して資金不足のためやりくりに苦慮している点が挙げられ、
こうした地域活性化に成果を上げている学校には、市としてもそれ
なりの補助が』必要であるとの声が多く上がった。

子どもを取り巻く環境と教員が抱えている
生徒指導上の諸問題について意見交換を
行った。教職員が多忙の中、生徒との触れ
合いの時間が少なく人間関係ができにくい
状況がある。加配や適切な人事等、今後教
育委員会としても抜本的な指導計画が求め
られる。

丸亀町商店街 出荷される「葉っぱ」 分別された「ごみ」

保護者らによる「図書ボランティア」（江尻小）

9 月 補

三保松原訪問者への対応

■記念事業と趣旨を共有する
　　　　　市民参画事業への助成　…　966 万円
■「家康公」＆「ワールド静岡人」に学ぶ
　　　　　　　　異文化理解事業　…　412 万円
■駿府城公園内に情報発信・
　　　　　おもてなし拠点の開設　…　346 万円
■第 59 回静岡まつり開催準備経費への助成拡充
　　　　　　　　　　　　　　　…　1,051 万円
■全日本花いっぱい静岡大会の開催　
　　　…　3,002 万円（うち債務負担行為 2,750 万円）
■駿府城公園を「桜
　の名所」にするた
　めの植樹と環境整
　備　…　3,570 万円

安心・安全なまちづくり

駿府城公園に桜を
植樹したイメージ

地域産業の活性化

■東京オリンピック・パラリンピック
　　　　　メダルケース提案事業　…　600 万円

　駿河漆器に駿河蒔絵で「富
　士山・三保松原」を施した
　メダルケース等の試作、プ
　ロモーションの実施

■加工用抹茶原料等を製造
　する先進的な施設・機械
　整備事業への助成　
　　　…　2億 6,120 万円

■商店街の街路灯ＬＥＤ化、防犯カメラの設置へ
　の助成　…　2,340 万円

製茶機械の例

■（仮称）三保ビジターセンターの基本設計・実施
　設計の実施　…　（債務負担行為 5,000 万円）

■はごろも情報広場「みほナビ」の設置 1年　
　延長経費…2,301 万円
（債務負担行為 1,650 万円）

三保松原に関する文化的
価値の展示、観光案内、
ボランティア活動支援な
どを担う施設として建
設。来年度、基本設計と
実施設計を実施

はごろも情報広場
「みほナビ」

路面シートの例

■津波避難対象地域に津波避難誘導看板や路面
　シート等を整備　…　1億円

■水痘、高齢者の肺炎球菌感染症の予防接種の
　実施　…　3億 2,996 万円
■静岡病院の地方独立行政法人移行に向けた評
　価委員会の設置・運営　…　58 万円

正
平成 26 年 9 月定例会が、9月 12 日から 10 月 14 日にか
けて会期 33 日間で開かれました。
一般会計補正予算では「徳川家康公顕彰４００年記念事
業の推進」「地域産業の活性化」「三保松原来訪者への対
応」「安心・安全なまちづくり」などの経費として約 22

億 3 千万円を追加。この結果、平成 26 年度一般会計総額
は 2,801 億 5,371 万円となりました。また、特別会計では、
国民健康保険事業会計で基金積立金・償還金の繰り入れを
計上し、病院事業会計における静岡病院の地方独立行政法
人への移行準備に係る経費が計上されました。


